





































































































































研究 1 研究 2
クラスター 人数 自己志向 他者志向 否定的 評価 人数 自己志向 他者志向 否定的的動機 的動機 認知 重視 的動機 的動機 認知
独立的自己志
向的動機群 45
M 2.31 2.51 2.37 2.19 37 2.44 2.51 1.89SD 0.66 0.50 0.54 0.35 0.50 0.57 0.37
自律的他者志
向的動機群 33
M 2.39 3.52 2.14 2.18 39 1.80 2.94 2.41SD 0.54 0.38 0.76 0.42 0.38 0.34 0.46
互恵的他者志
向的動機群 41
M 1.76 3.57 2.68 3.02 27 2.19 3.36 3.21SD 0.44 0.29 0.71 0.32 0.38 0.24 0.47
葛藤的自己志
向的動機群 41






































































1群 M 2.23 2.64 2.50
73 名 SD 0.47 0.34 0.35
2 群 M 1.89 3.38 2.34
38 名 SD 0.31 0.24 0.39
3 群 M 1.74 3.01 3.46
23 名 SD 0.42 0.65 0.33
4 群 M 2.91 3.25 3.11
57 名 SD 0.46 0.30 0.38
5 群 M 3.13 2.76 1.74
23 名 SD 0.61 0.35 0.31
6 群 M 3.59 2.16 2.73
22 名 SD 0.40 0.41 0.56
他者志向的達成動機と自己志向的達成動機の関係性に対するパーソン志向的アプローチ（伊藤）
150



























































































































的動機 －.55 .35 .08 －.38
他者志向





1.50、1.35、1.18、0.97 と変化しており、減衰状況と固有値 1.0 以上という観点から 5因子解
を採用することは妥当と考えられた。各 5因子に最も負荷量の高い項目群が尺度作成時に想




















































































的動機 負担感 利己性認知 動機の統合
1 83 　0.40 －0.80 　0.33 　0.26 －0.38
2 29 　0.88 －1.06 －0.93 －1.28 －1.83
3 75 －0.82 　0.20 －0.90 －0.71 　0.22
4 107 　0.03 　0.77 　0.63 　0.65 　0.63
1 61 　0.09 －0.62 　0.02 　0.05 －0.34
2 22 　1.24 －1.31 　1.18 　0.83 －0.47
3 29 　0.88 －1.06 －0.93 －1.28 －1.83
4 75 －0.82 　0.20 －0.90 －0.71 　0.22
5 57 －0.30 　1.19 　0.30 　0.27 　0.64





































クラスター数 AIC BIC SBIC
3 2362.19 2480.07 2378.58
4 2280.77 2439.17 2302.80
5 2238.67 2437.58 2266.33
6 2260.67 2500.10 2293.97





































1 69 　0.22 －0.58 －0.03 －0.05 －0.34
2 27 　0.77 －1.30 －0.95 －1.19 －1.93
3 59 　0.58 －0.07 　1.28 　1.16 　0.35
4 54 －0.78 　0.26 －1.18 －1.03 　0.15








































分析（6クラスター）の第 1クラスター、第 3クラスター、第 4クラスタ
ー、第 5クラスターのプロファイルは潜在カテゴリー分析（5クラスタ














（2007c）の結果（表 2）と比較すると、第 1クラスターは 1群、第 2 クラ
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1 周りの人のためにがんばると、義務感と見返りを期待する気持ちがうまれる 負担感 負担感
2 周りの人のためにがんばっても、その人が喜んでくれることが、結局は自分の満足感につながる 動機の統合 動機の統合 動機の統合
3 自分の満足感のためだけにひたすら一つのことに打ち込んでいる人は、孤独だと思う 他者志向 他者志向
4 やる気が下がったときに、「周りの人のため」を支えにすることがある 他者志向 他者志向 動機の統合
5 親や先生のためにがんばるのは、彼らを喜ばせる自分を好ましく考えているにすぎない 利己性認知 利己性認知






8 「周りの人のためにがんばっている」と思うことによって、甘えがなくなると思う 他者志向 他者志向 他者志向
9 「周りの人のため」は目的ではなく、良い結果が出た後についてくるだけである 自己志向 自己志向
10 周りの人が喜ぶことで自分の存在意義を感じることがある 動機の統合 動機の統合 動機の統合
11 周りの人のためにがんばると、結果がでないとき「申し訳ない」と思ってしまい負担である 負担感 負担感 負担感
12 「周りの人のため」は「周りの人が喜ぶと自分もうれしいからがんばる」ということである 動機の統合 動機の統合 動機の統合
13 「周りの人のために」という方ががんばりやすい 他者志向 他者志向 他者志向
14 周りの人のためにがんばることは、「人からよく思われたい」という思いにつながっている 利己性認知 利己性認知 利己性認知
15 周りの人のためにがんばると、心の底から喜びが生まれる 動機の統合 動機の統合 動機の統合
16 「自分のため」を優先にした方がいいと思う 自己志向 自己志向 自己志向
17 周りの人のためにがんばることは見返りも大きいがリスクも高い 負担感 負担感 負担感
18 最終的には「周りの人のため」の方が高い成果を得られると思う 他者志向 他者志向
19 周りの人のためにがんばると、周りの人の期待がなくなったとき、やる気がうせてしまう 負担感 負担感 利己性認知
20 「周りの人のためにがんばる」といっても、それは自己満足のように感じる 利己性認知 利己性認知
21 周りの人のためにがんばると、「失敗できない」という大きなプレッシャーがかかる 負担感 負担感 負担感
22 自分のためにがんばるというやり方でなければ自分を向上させられない 自己志向 自己志向 自己志向
23 「周りの人」はあくまで支えであり、目的にはならない 自己志向 自己志向 自己志向
24 周りの人のためにがんばることは、自分を人に認めてほしいということである 利己性認知 利己性認知 利己性認知
25 応援してくれる人のためにがんばるのは、その人の喜ぶ顔やしぐさが見たいからである 動機の統合 動機の統合 動機の統合
注）自己志向：自己志向的動機の重視　他者志向：他者志向的動機の重視　負担感：他者志向的動機の負担感　
利己性認知：他者志向的動機の利己性の認知　動機の統合：自己・他者志向的動機の統合
